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昭和40年度教育相談状況
(付)附和 40年度教育相談状況
昭和40年 4月1日から昭和 41年 3月31日までの「子どものための教育相談Jの実施状況は，次
のとおdJである。
1 教育相談のケース数と延来談者数














がって ，本年度教育相談K来談された延人数は，教育相談が 1252人，その他の相談が 67人，総延
人数 13 1 9人である。(表 1-2 ，表1-3参照)
さらに，との新規取り扱h教育相談ケース数歩よひ噺規・継続数育相談実施延回数{延人数と同じ)











表 1ー 1 教育相談新規申込ケース数
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表 1- 3 新規.継続数育相談実施回数(延人数)
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表 2 「子どものための教育相談J新規取扱いケース内容 )‘... % 
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問題別Kみると ，性格行動K関する問題が最も多<5 5.9 atを占め ，次tて知能学業K関する問題が
3 3. 1 at ，昨年度 32. 2 atを占めた精神身体的健康に関する問題は8.3atvc減少している。そうして ，
本年度は，特VC，幼児・児童の男子K性格行動K関する問題が多かったととがあげられる。
4 心理療法への移行率
前述したよう陀，カク γセリ シグを 5回以上継続実施した場合K治療的効果があると考えるので，新
規κ受け付けた 1日?ケーヌのうち5回以上カウソセリシグを笑施したケース陀ついて，表2と同じ手
続きをして表示すると，表3となる。
表 5 教育相談で心理療法を 5回以上笑施したケース ( ) ・・...at 
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性格・行動K関する問題の治療移行率は31. 2婦である。(昨年度は66.7 %) 
進路 ・適性κ関する問題の治療移行率は 33.3 %でるるの (昨年度は0.0係)
精神身体の健康陀関ナる問題の治成移行率は44.5係である。 (昨年度は 60.0 %) 
らL上の治療移行率を全体的(f(')まとめてみると ，昨年度の 54.9 % (5 1ケース)から.本年度は
22.0%(24ケース)と半減しているζとがわかる。その理由は5回以内のカワンセリシグvcよって
来談者のもつ問題が解決したものが多かったととによるものである。念j;>，本年度から次年度へ継続す
るケース数は 16ケースである。
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